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“失敗”を受け止め、“創造性”を育む場所に・・ ・

校長 佐藤 智子

八木南小学校校歌 三番 例年よりも早く咲いた桜。ここ八木の里に今年も美しい

春の桜に 秋 もみじ
自然は巡り来て、２５５名の児童が、夢を抱いて学び舎に

めぐる自然の 美しさ
集いました。修了式を除いて３３日間という長い休校期間

夢を抱いて 学び舎に
を経ての学校再開とはいえ、明るく伸びやかな空気の中での

清く明るい こころざし
新年度のスタートとはならないことがとても残念です。しかし

ああ 八木南小学校
子ども達の“こころざし”は、校歌のように清く明るく
未来に向かっています。できる限りの対策を講じつつ職員
が一丸となって児童の学びの場を大切にしていきます。

本校では、今年度より新たに「ひこばえ学級」を開設しました。 （実は、先月号で｢ひこばえ｣に
ついてふれています） 今日の始業式で、児童に次のように説明しました。

……切り株からちゃんと新しい芽が出てくるのです。もう一度、
生き生きと力強く木が育っていくための「若い芽」のことを「ひこばえ｣
といい、校長先生のとても好きな言葉の一つです。一人一人が自分の学び
やすい、自分の力を伸ばしやすい場所で、一生懸命努力する、そのために
｢ひこばえ学級｣をつくりました。少ない人数で学び、授業の内容やその子の特徴や
ペースに合わせてクラスとひこばえ学級を組み合わせて学んでいきます。
どんな学級のお友達とも､どんな学年のお友達とも､お互いを理解し合いながら､

一緒に学び合い､成長していける､そんな八木南小学校であってほしいと願っています。

個性や性質、成長のペースの違い、つまずきや困り感の違い、様々な違いを抱えた児童が
学ぶ学校は、時に子どもにとって“居場所”となりにくい場になることがあります。
“失敗”について、次の言葉を紹介します。

僕は劇団を35年くらいやっているけれど、
スマートフォンの普及によって、我々の 付き合う俳優は最大10人から15人までにしてい

日常からは失敗や空振りや無駄足が減っ ます。責任持って集団を把握できるのはそのくら
た。レストランに入る前にはお店の情報を いの人数が限界だと思うから。それ以上になると
チェックして、万が一にも外さないように 場がザラついてきて、失敗が許されにくい空気に
する。でも、なんだかもやもやする。私た なるのです。会社も教室も稽古場も同じで、そう
ちは失敗を怖れ、コスパを気にして、どん した現場では創造性は生まれない。「失敗するこ
どん臆病になっているんじゃないか。 とが平気」な雰囲気作りをしていくべきです。
歌人 穂村 弘《朝日新聞 2020.3.5 5面より》 作家 鴻上尚史《共済ﾌｫｰﾗﾑNo.701｢ﾘﾚｰ連載｣より》

“失敗” “空振り” “無駄足”……まだまだ未熟な子ども達が育つ場所、教室には、どれもつ
きものです。その先にある成長のためにはむしろ大切である“失敗”を受け止められる｢居場所｣
をつくり、“創造性”を育んでいきたいと思っています。 本校は、今年度も引き続き、学校

教育目標と目指す学校増を表す合い言葉は、次のようになっています。

学校教育目標 自ら考え、心豊かに、たくましく生きる児童の育成

えがおえがお とと つながりつながり をを 大切大切 に す るに す る学校学校

この“えがお”は「愉快」の表情ではなく、自己肯定感の表情であり、
“つながり”は、｢仲間(本)、先生、家族や地域の方｣とのつながりです。

例年とは違った学校生活のスタートだからこそ、さらにそれぞれの「つながり」を大切にし、
乗り越えていきたいと思います。そして「Stay Home」の今だからこそ、たくさんの本とつな
がれる八木っ子であってほしい、と願っています。どうぞよろしくお願いいたします。
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担 任 等 職 員 紹 介

担任等 氏 名 担任等 氏 名 █ 児 童 数
校 長 佐藤 智子 専 科 堀切 浩子

教 頭 田中 良雄 初任者指導 清水 典子

教務主任 中島 直 初任者指導 佐藤 はるみ

１年担任 兼子 紀恵 後補充 北口 美鈴

１年担任 林 治和 養護教諭 加藤 悦子

２年１組 七田 祐匡 栄養士 山野 ますみ

２年２組 藤野 紗江 副主査 根本 貴志

３年１組 茂古沼 佳奈 きめ細か 鈴木 真歩

３年２組 間中 美帆 算数･数学指導員 原田 可與子

４年１組 加藤 めぐみ 学習サポート指導員 川手 ユリ

４年２組 川島 涼 英語活動指導員 ｾﾞﾗｿﾞｽｷｰ香

５年１組 上村 健介 ＡＬＴ ｽﾍﾟﾝｽ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ

６年１組 小松 菜津美 学校図書館司書 山田 泰子

６年２組 神田 敬裕 介添員 上野 紀美代

ほほえみ 伊東 祐幸 介添員 藤原 玲子

ひこばえ 鈴木 文子 用務員 浅野 憲春

音楽専科 茂木 日南 市事務 杉原 和子

S c h o o l E v e n t s

A t t e n t i o n

□ 新型コロナウイルス感染防止の取り組みについて

新型コロナウイルス感染防止のため、今年度予定されている行事につきまして、中止
や急な変更となることもあります。その際は、ご理解ご協力をお願いいたします。
緊急時の連絡手段として、携帯電話による『まちcomi』メールを活用しています。

機種変更等で登録ができていないご家庭は、担任までご連絡ください。

□ 児童の写真使用について

学校だよりやホームページ等で、学校の様子をお伝えしています。
個人情報の保護については十分注意して参りますが、写真掲載に当たって問題が

ある場合には担任までお伝えください。

□ 合理的配慮について

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」により合理的配慮の提供が義務
づけられています。教育における合理的配慮の提供とは、障害のある児童等が、他の児
童等と平等に教育を受けられるよう、障害の状態や教育的ニーズに応じ提供する指導や
支援を行うことです。お子様のことで気になることがありましたらご相談下さい。

□ 荷物の軽量化に取り組んでいます
年間を通じて、児童の持ってくる物、持ち帰る物については、児童が過度の負担

を負うことがないないように配慮しています。

１年 ４ ８名

２年 ４ ７名

３年 ４ ６名

４年 ３ ９名

５年 ３ ３名

６年 ４ ２名

計 ２５５名

６日（月）着任式・始業式
９日（木）入学式

１０日（金）２～６年給食開始
安全点検日

１６日（木）１年給食開始
２１日（火）１年平常日課開始
２２日（水）委員会活動 学級委員任命式 尿検査
２８日（火）１年生防犯教室

１日（金）全校朝会
８日（金）避難訓練 安全点検日

１１日（月）教育相談日
１３日（水）委員会活動
１４日（木）２～６年学力検査
２７日（水）クラブ活動
２９日（金）救急法講習会（職員）


